






 

 進行性筋ジストロフィー症患者の、入浴に関する看護を共同研究の一端とし

て、私たちは「入浴システム」について検討してきた。全国の国療筋ジ施設に

入院中の患者について、入浴の方法を知る日的で、15 施設からのアンケートを

まとめた。その結果、入浴介助においては、「抱きかかえ」が最も多かった。こ

の抱きかかえ作業は、介助者の腰痛発生や、労働負担の点で問題となる。 

 そこで、当所における、抱きかかえ、ベルトコンベアー、エレベートバスの

3つの入浴システムについて、エネルギー消費量の面から検討した。 


